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配付資料の４ページ目

右下に書かれているアンケート

ぜひやってみてください

（＾▽＾）
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ＲＥＡＳを活用した

授業把握理解の試み
Realtime Evaluation Assistance System

東京学芸大学（大学院）
東京都立国分寺高等学校

東京都立砂川高等学校

時田 賢

山下 一郎
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はじめに

教科「情報」は今年で５年目
大多数の教員は１名か２名の少人数で教科を担当

教員１人あたりに抱える生徒数が多い

教材作成・生徒の課題評価等

教員への負担が増大

紙媒体による授業評価におけるアンケート
人数分の枚数を１人でチェック
自由記述だと手間がかかる 負担が更に増大
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アンケートシステム
（ＰＨＰやＳＱＬ等による）プログラミング言語で開発したもの

システム開発に長けた教員が開発した独自のもの

難しい点
システム開発による教員への負担
年度におけるシステムへの引き継ぎ

３週間の研修を行った教員

情報科出身の教員

非常勤講師
様々な教員が存在

はじめに
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ＲＥＡＳ （Ｗｅｂを利用した評価調査支援システム）
独立行政法人メディア教育開発センターが開発

はじめに
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ＲＥＡＳの特徴

集計結果をリアルタイムに把握可能

インターネット上で利用可能

集計結果の加工可能（ＣＳＶ形式でダウンロード可）

操作性が容易（教員への負担が軽減）

はじめに
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今回の発表

国分寺高校
砂川高校

２クラス３年生情報Ｃ
５クラス１年生情報Ｂ

ＲＥＡＳを活用したアンケートシステムの運用

はじめに
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国分寺高校の事例 ２クラス３年生情報Ｃ

授業内アンケート 理解○×テスト

国分寺高校
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授業内アンケート
第１回目の授業内でアンケートを活用

国分寺高校
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授業内アンケート
（ラジオボタンの）選択方式で生徒が選択

（例）あなたは黒電話を知っていますか？

国分寺高校
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授業内アンケート

瞬時に集計結果を

閲覧可能

国分寺高校



12

授業内アンケート

後に授業に取り上げた際に授業を円滑に進めることができた
生徒の生の意見が聞くことができた

生徒への理解が瞬時に把握できた

第１回目の授業時点で用語を知っていたのか等

国分寺高校
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理解○×テスト
授業内もしくは授業外において教科書の章末ごとの

簡単な○×形式による理解テスト

国分寺高校
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ＲＥＡＳのテスト設定

回答した際に選択肢に正解を設定可能

理解○×テスト

国分寺高校
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回答したときに回答・正解・判定を表示

生徒側
どの問題に対して理解不十分であったのかを瞬時に把握可能

理解○×テスト

国分寺高校

出題傾向の把握 （どのような問題が提出されるか戸惑う生徒が多い）
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回答結果をＣＳＶ形式でダウンロード可能
ＲＥＡＳの機能

国分寺高校

加工も可能
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教員側

（例えば２進数の部分が理解不十分であったなど）

生徒の理解・把握をリアルタイムに確認可能

回答結果の参照により
教員自身の授業内容を内省・改善可能

理解○×テスト

１人１人の回答の傾向・章ごとによる傾向

国分寺高校
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ＲＥＡＳを使用したメリット

サーバを介さずに活用できた
非常勤講師であるためサーバの管理ができない
異動先でもすぐに使用可能

瞬時に回答結果を把握できた
インターネット上で動作可能のため

生徒の生の意見を反映できた

自宅でも準備が可能（いつでも・どこでも・・・・）

非常に使いやすい
慣れてしまえばアンケート作成が簡単

アンケートだけに特化しているのでシンプル

アンケートシステムなので他の教科でも使える

国分寺高校
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今回の課題
１回分に関するアンケートの項目数が多かった
（集中できる時間が制限されている）

→ 回答の疲労への配慮が必要

個人情報への配慮

国分寺高校



REAS

都立砂川高校の
使用事例

山下 一郎



都立砂川高校での必修「情報」

• 1年次 情報Ｂ 2単位

• 1クラス約３０人×5クラス

• 1クラスを教員1人で受け持つ
（ＴＴではない）



（事例１）年度初めのアンケート

• 自宅ＰＣでインターネット接続できる
か？ はい：８３％

• インターネットで書き込んだことある
か？ はい：４１％

• ホームページやブログを持っている
か？ はい：２８％

• 中学校で携帯電話使用の指導はあ
ったか？ はい：６０％



活用の流れ
• アンケート作成

事例１



活用の流れ

•生徒用共有フォルダにＲＥＡＳアン
ケートページへのショートカットを
保存

•生徒はそれをクリックしてアンケー
トに回答する

事例１



事例１ 活用の流れ



活用の流れ

•実施後、CSVファイルでダウンロー
ド

事例１



事例１ 活用の流れ

これをエクセルで加工・分析



（事例２）授業ごとの課題

• 2コマ連続授業での集中力維持
の工夫

•授業の冒頭に課題を明示

（課題例）「情報のディジタル化の
メリットとデメリットについて説明し
なさい」

•授業終了時にREASで回答



事例２



（事例２）授業ごとの課題

•回答一覧を提示、コメント＝授
業のまとめ

•一覧表では組・出席番号を非
表示にしておく

（表示・非表示は項目ごとに
設定可能）



（事例２）授業ごとの課題



（事例３）授業ごとのリフレクション

授業内容メール

授業の最後に提出させる授業の考
察・感想



（事例３）授業ごとのリフレクション

•授業の振り返りができたか

→評価（2点満点）

•一言のみ（面白かった、楽しかっ
た、、）０点

•具体性がない（いろいろ勉強にな
った、、）1点



（事例３）授業ごとのリフレクション

•毎回の授業で行っている

•簡単なコメント、評価点をつけ
て次の授業で生徒にフィード
バックしている



（事例３）授業ごとのリフレクション

これを個票にして１人１人に配布している



今後の活用予定

①レディネス調べ

・次回の授業のための実態調査

・次回の授業の導入で使う

②授業理解度チェック

・授業の最後に実施





REASを使うメリット

a.事前準備を行う場所や時間の制
約がない

b. メンテナンスの必要がない

c. アンケート作成が容易である

d.結果をＣＳＶファイルでいつでもダ
ウンロードできる

e. インターネット接続可能な環境な
らば、どこででも利用できる。



今後の課題

•生徒へのフィードバック

・入力したデータは学習者の手元に
残らない

→紙ベースで残るようにしたい

・回収したデータに評価点、コメントを
つける手法の工夫

（現在は一度エクセルで加工して、各
自の結果を印刷して配布している）



都立砂川高校の
事例紹介はこれでおしまいです。
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アンケートデモ結果

ＲＥＡＳのトップ画面

http://reas2.nime.ac.jp/cgi-bin/WebObjects/REAS?m=r&t=03402
http://reas2.nime.ac.jp/cgi-bin/WebObjects/REAS?m=r&t=03402
http://reas2.nime.ac.jp/cgi-bin/WebObjects/top
http://reas2.nime.ac.jp/cgi-bin/WebObjects/top
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自己紹介

時田 賢

山下 一郎

東京都国分寺高等学校講師

東京学芸大学大学院情報教育コース
メディア教育開発センター特別共同利用研究員

東京都立砂川高等学校教諭

東京学芸大学大学院情報教育コース


